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■門口  

不
登
校
の
現
状
と
対
応
は
。
ま

た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
と
の

連
携
は
。■学校教育課長  

令
和
３
年
度
の
不
登

校
は
小
学
校
12
人
、
中
学
校
73
人
。
最

初
の
３
日
を
重
要
視
し
、
欠
席
理
由
の

確
認
を
徹
底
し
て
い
る
。

■教育部長  

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
は
、
児
童
生
徒
に
地
域
行
事
等
へ
の

参
加
を
促
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
通
し
て
、
不
登
校
解
決
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

■門口  

カ
ワ
セ
ミ
学
級

（※）

の
現
状
は
。

■学校教育課長  

本
渡
中
学
校
の
分
教

室
と
し
て
、
校
区
以
外
の
生
徒
を
含
め

７
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

■門口  

カ
ワ
セ
ミ
学
級

（※）

へ
通
学
困
難

な
場
合
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
活
用
は
。

■教育部長  

保
護
者
の
理
解
等
が
得
ら

れ
、
自
宅
か
ら
の
健
康
観
察
や
授
業
に

参
加
で
き
る
環
境
が
整
う
と
、
学
校
復

帰
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

■門口  

今
後
、
民
間
等
と
連
携
し
た
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
奨
は
。

■教育部長  

市
内
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
民
間
施
設
の
設
立
が
あ
れ
ば
、
教

育
機
会
や
児
童
生
徒
の
居
場
所
の
確
保

に
向
け
連
携
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。■門口  

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

■教育長  

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、

授
業
時
間
を
工
夫
す
る
不
登
校
特
例
校

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
先
進
事
例

を
参
考
に
研
究
を
進
め
る
。

■門口  

子
ど
も
達
が
目
標
を
持
ち
、
明

る
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
す
る
。

※
カ
ワ
セ
ミ
学
級
と
は
心
理
的
・
情
緒
的
な
理

由
で
登
校
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
生
徒
が
、
学

校
復
帰
を
目
指
す
た
め

の
適
応
指
導
教
室
（
市

複
合
施
設
こ
こ
ら
す
内

に
あ
る
本
渡
中
学
校
の

分
教
室
）。

●
高
過
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
方
向
性

●
所
得
割
課
税
＝
応
能
割
の
解
釈
を
、
中
低
所

　
得
者
に
相
応
し
く
、
平
等
割
過
大
化
防
止

７  

蓮
池 

良
正
（
日
本
共
産
党
）

●
天
草
市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
対
策
に

　
つ
い
て

６  

門
口
　
徹
（
新
風
天
草
）

■蓮池  

今
議
会
で
、
国
保
税
の
就
学
前

児
童
の
均
等
割
を
減
額
す
る
条
例
改
正

が
あ
る
。
提
起
し
て
き
た
方
向
に
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
良
い
施
策
は
、
国
策

と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

天
草
市
・
天
草
市
議
会
か
ら
も
発
信
し

て
行
く
必
要
が
あ
る
。
保
険
税
算
定
で

は
、
高
校
生
対
応
年
齢
ま
で
無
料
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
次
の
目
標
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

■市民生活部長  

今
後
も
全
国
市
長
会

等
を
通
じ
、
減
額
措
置
の
対
象
範
囲
お

よ
び
減
額
割
合
の
拡
大
を
要
望
し
て
い

く
。

■蓮池  

国
保
の
構
成
員
の
被
保
険
者
自

身
の
所
得
を
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
こ
と

が
生
活
安
定
に
も
欠
か
せ
ず
、
健
康
保

健
上
も
必
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

各
人
が
何
ら
か
の
仕
事
に
就
き
、
生
活

す
る
に
足
り
る
収
入
を
得
て
い
け
て
い

る
こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。し
か
し
、

高
齢
化
が
進
行
す
る
本
市
は
、
年
金
収

入
が
主
で
、
現
役
世
代
の
過
大
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
な
運
営
の
探
求
が
必

要
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
算
出
方
法
は
、
応

能
割
と
応
益
割
の
組
合
せ
、
応
益
割
が

ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。
世
帯
の
概
念
が
多

様
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
実
態
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
課
題
で
は
な
い
か
。

■市民生活部長  

本
市
は
、
中
低
所
得

者
へ
の
負
担
軽
減
と
し
、
世
帯
所
得
に

応
じ
た
均
等
割
と
平
等
割
減
額
措
置
を

適
用
し
て
い
る
。
令
和
３
年
10
月
現
在

の
適
用
は
加
入
世
帯
の
約
７
割
。
応
益

割
の
見
直
し
は
、
熊
本
県
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

●
イ
ル
カ
は
観
光
素
材
だ
け
な
の
か

●
学
び
の
島
の
ス
タ
ー
ト

５  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

■五通  

令
和
３
年
３
月
17
日
施
行
の
国

民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か
。

■市民生活部長  
こ
れ
ま
で
は
、
70
歳

以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
市
町
村
の

判
断
に
よ
り
手
続
を
簡
素
化
す
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、
年
齢
制
限

が
撤
廃
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
保
世
帯
を

対
象
に
市
町
村
の
判
断
で
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
手
続
の
簡
素
化
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
月
ご
と
に
市
役
所
の

窓
口
で
支
給
申
請
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、今
後
は
、初
回
の
手
続
を
行
え
ば
、

２
回
目
以
降
は
、
市
町
村
が
診
療
報
酬

明
細
書
を
も
と
に
支
給
額
を
決
定
し
、

口
座
へ
振
り
込
め
る
た
め
、
被
保
険
者

の
手
続
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

■五通  

簡
素
化
に
向
け
た
市
の
考
え

は
。■市民生活部長  

令
和
４
年
４
月
か
ら

の
高
額
療
養
費
支
給
手
続
の
簡
素
化
に

向
け
て
、
準
備
を
開
始
し
て
い
る
。

■五通  

Ｈ
Ｓ
Ｐ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ソ
ン
）
の
認
識
と
今
後

の
取
組
は
。■教育部長  

Ｈ
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
病

気
や
発
達
障
害
で
な
く
、
生
ま
れ
つ
き

持
つ
特
性
、
気
質
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。Ｈ
Ｓ
Ｐ
に
関
し
て
、
国
や
県
の

通
知
等
も
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
化
し

た
取
組
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

新
た
な
概
念
と
な
っ
て
き
た
場
合
、
職

場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
理
解
を
進
め
て
い
き
た

い
。

４  

古
賀 

源
一
郎
（
新
風
天
草
）

■古賀  
天
草
の
観
光
は
イ
ル
カ
の
恩
恵

を
大
き
く
受
け
て
お
り
、イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
平
成
６
年

の
客
数
は
２
万
人
、
同
25
年
に
は
つ
い

に
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
身
近
に
イ
ル
カ
が
生
息
し
て
い
る
環

境
は
世
界
的
に
も
希
有
で
あ
り
、
本
市

は
も
っ
と
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
専

門
的
な
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
は
イ
ル
カ
だ
け
で
な

く
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
﨑
津
教
会
を

は
じ
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
や
恐
竜
の

島
な
ど
、「
学
び
」
要
素
が
沢
山
あ
る
。

ま
さ
に「
学
び
の
島
」。
本
市
の
修
学
旅

行
受
入
れ
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
本
市
は「
学
び
の
場
」と
し

て
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
構
築
し
、
観
光
が

目
的
で
は
な
く
、色
々
な
も
の
の
先
に
、

結
果
と
し
て
観
光
が
あ
る
の
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
の
か
。

■観光振興課長  

コ
ロ
ナ
禍
前
、
令
和

元
年
度
の
修
学
旅
行
の
宿
泊
実
績
は

１
，５
０
４
人
。本
年
度
は
１
，０
４
１

人
を
見
込
ん
で
い
る
。

■市長  

修
学
旅
行
は
、天
草
教
育
旅
行

受
入
協
議
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
市
に
お
け
る
「
学
び
・
体
験
」

に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
、
関
連
団
体
、
事
業
者
等
と
連
携
し

て
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
た
い
。
天
草

で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
再
び
本
市
を
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
。

▲御所浦町で化石発掘の体験をする修学旅行生

●
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

●
Ｈ
Ｓ
Ｐ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・

　
パ
ー
ソ
ン
）に
つ
い
て

け
　う


